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最先端に焦点
を当てる
 SCHUELLER FURNITURE PRODUCTION USES 
LEITZ JOINTING CUTTER



DDS  /  N O V E M B E R  2 0 2 0

Special Furniture production

 N O V E M B E R  2 0 2 0  /  DDS

ジョイントカッターは２本
のネジでロックと解除がで
きます。３本目のネジは幅
調整ができます。ゼロライ
ンはツール中心部の高さに

重なります。ツールは、6回の幅調整ができ、ライツサービスで
再研磨するまでに、計7回のライフタイムが可
能。再研磨後、刃物システムは再生され、鋭い切
れ味を取り戻したカッターで優れたエッジ加工品
質を維持できるのです。

フロントパネルも自社で製造する
Sch  üller社
1,908人の従業員を抱えるSchüller社は、年間
140,000以上ものキッチンを生産しています。その
独自のフロントパネルの製造で、エッジ加工品質
に特別な感性を磨いてきました。同社製キッチン
のハイエンド製品とも言うべきフロントパネル。
その表面とエッジの接合部分が妙に目立っている
となれば、すぐさま顧客の目にとまり、決して良
い印象は与えないはずです。

ジョイントカッターが露出し、六角レンチで上から
簡単に調整できます。

ホッガーが加工材の大半を取り除きます。

User: Schüller Möbelwerk KG 
91567 Herrieden, Germany 
 www.schueller.de

Tools: Leitz GmbH & Co. KG 
  73447 Oberkochen, Germany 
 www.leitz.org

PROFILE

最先端に焦点を当てる
ゼロジョイントは、ジョイントカッターがエッジ周辺部を滑らかにカットできてこそ成し遂
げられますが、そこはまさにツールが真っ先に鈍化するところ。刃先の位置を変えるわけに
もいきません。Schüller（シュラー）社にとっては容認し難いことでした。

アンドレアス・クッチェリアヴィは、Schüllerキッ
チン家具メーカーの生産ラインで、フロントパネ
ルのエッジ部分に目を光らせています。ラインは3
シフト、送り速度28 m/minでPURを使用してエッ
ジを加工しますが、最初の数センチにわずかな凹
凸が見受けられます。ハードコートが、エッジ部
で刃先の切れを鈍くしてしまうのです。そこで課
題となったのが、PCDの刃先の未使用部をエッジ
部に移動することでした。
これは、最初の5cmから最終サイズにカットす

るジョイントカッターが原因です。ジョイント
カッターは、加工材前面の角を保護するためダウ
ンカットに切削します。その後、上下面ホッガー
で加工材の大半を取り除き、最後にジョイント
カッターで16mmと19mmのフロントパネルに仕上
げることになります。

アンドレアス・クッチェリアヴィはシステムを
空けて停止させ、最初のジョイントカッターから
ダストカバーを外し、ツール上部のネジ３本に手
を伸ばして六角レンチで回します。内側の2本は、
垂直に分割された防塵ツールのハイドロスリーブ
のロックと解除用で、3本目は、上下分割された
カッターを同時に1回転あたり1mm幅調整できる
ようにします。ゼロラインはツール中心部の高さ
に重なるため、軸の調整は不要。機械オペレー
ターはクランプネジを緩め、3本目のネジを左に1
回転させてからクランプネジを再度締め、ダスト
カバーを取り付けます。

In front of the front panel production line 
you can see from right to left: Max Heller 
(Managing Director of Production and 
 Technology), Andreas Kutscheriawi 
 (machine operator), Jan Schleier 
(furniture sector Manager at Leitz), 
Andreas  Kisselbach (R&D Manager at Leitz) 
and Klaus Buettner (purchasing resources)

左側は逆回転の最初のジョイントカッ
ター、その後上下のホッガーに進みます。

２番目と３番目のジョイントカッターはダウ
ンカットで１６ｍｍと１９ｍｍのフロントパ
ネルを仕上げます。

刃先の位置を調整するにはダスト
カバーを外します。
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PERFECT TOOLS - 
PERFECT SERVICE

Service in producer quality
Contactless and corona-safe
Short pick-up and delivery 
times
Including measuring and 
setting data
Individual accounting models 
possible

Fit 
and well 
prepared!
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ツールの中央にハイドロクラピング
スリーブがあります。1つのネジは
工具の外側にもう一方のネジはスピ
ンドルの内側に作用します。



軸の位置決めだけでも30分は掛かりました。ゼロ
ジョイントの品質はジョイントカッターで決まり
ます。システムの生産性にとって肝心なのはカッ
ターの寿命。しかし従来のカッターでは、要求さ
れる品質を期待に見合うような効率性で実現する
ことは不可能でした。そこでライツは、幅の調整
が可能なジョイントカッターを開発。ツールを取
り替えたり、そのたびに機械の軸を調整したりす
る必要がなくなり、工具寿命が何倍にも延びたの
です。
ひとまずSchüller社では、すべての機械のジョ

イントカッターを新しい物に取り替えただけでな
く、関連サービスパッケージも合わせて装備する
ことにしました。 ライツサービスでは、ツールの
研磨やクリーニングを行うほか、ハイドロスリー
ブのサービスも提供しています。 新品同様となっ
たカッターは予定通りに加工機の元へ。測定後寸
法記載されたカッターはすぐに使用可能、複雑な
調整作業は不要です。 シリアル番号とRFIDチップ
で自動データ転送にも対応します。 

「バランスの取れた品質と効率」
生産技術担当責任者のマックス・ヘラーは、この
ように述べています。「ライツのジョイントカッ
ターの実績は、ツール寿命を通して素晴らしいも
ので、10,000 mから90,000 mに増えました。段取時
間、つまりダウンタイムが大幅に短縮されたうえ
に、品質と効率のバランスも取れたので、従業員
も満足しています。」

10年近く前にジョイントゼロ技術が注目されたと
き、Schüller社はすべての機械にジョイントカッ
ターを装備していました。 そのせいで、常に膨
大な時間を要するツールの取り替えを余儀なくさ
れていたのです。

「ジョイントカッター
は幅の調整が可能なの
で、ツールを絶えず交
換する手間も要らず、
優れたゼロジョイント
を実現できるので重宝
しています。 ツールは
時々簡単な調整をする
だけで寿命は約90,000 
m。その後、ライツ
サービスに再研磨と
オーバーホールを頼む
ようにしています。」

生産技術部門 常務取締
役、マックス・ヘラー

dds editor Georg Molinski visited Schueller 
 Küchen. Max Heller, the Managing Director of 
Production and Technology, showed him a 
 company with satisfied employees, smooth 
 processes and outstanding product quality.

Schueller(シュラー）社は、すべての機械ラインに幅調整可能なジョイントカッターを装備しています。
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